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１.信濃美術館の経緯と現状
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信濃美術館の概要

○昭和41年10月１日開館（49年経過）

○昭和44年 ６月 長野県に移管

○収蔵作品数 4,032点

○入館者数 13万7千人（H26）

ピークはH２年の45万８千人

※東山魁夷館との合計

○管理運営：長野県文化振興事業団

・H18.４月～指定管理

・館長以下 15名体制 うち学芸員７名（正規２名） （Ｈ28.1.1現在）

※東山魁夷館を含む。

東山魁夷館の概要

○平成２年４月26日開館（25年経過）

○収蔵作品数 968点

○管理運営：長野県文化振興事業団

善光寺東庭園 城山公園

善光寺
東庭園

東山魁夷館

信濃美術館

城山公園



２.信濃美術館の主な課題
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○善光寺に隣接する有利な立地条件を、集客につなげられていない。
・善光寺の来訪者：年間約600万人、美術館の入館者：年間約 17万人（過去５年）
・御開帳（H27.4.5～5.31）参拝者：707万人、この期間の入館者は３万３千人

○ 施設の老朽化が著しく、狭隘でバリアフリー化も遅れているため、幅広い年代層に美術に親しむ機会を
十分提供できていない。
・入口、展示室が２階、講堂が３階に設置され、エレベーターにより移動できない状況

○ 全国一の数を誇る県内 105館の美術館の中核を担える体制になく、信州の多様な文化芸術の魅力を
十分に発信できていない。
・県内美術館の情報発信は企画展等のチラシの配置に留まっている

○ 学芸員が不足しており、他の美術館の支援や調査研究等を十分に行い得ない。
・信濃美術館：学芸員７名（正規２名）H28.1.１現在

※H10以降開設の延床１万㎡以上の県立美術館の平均11人（正規９人）

○ 展示室が狭く、大規模企画展の開催が困難。また、老朽化等により、貴重な美術品の管理に支障を

来すおそれがある。

・展示室面積が893㎡と狭く、 「ジブリの絵職人 男鹿和雄展」など全国規模の巡回展は２期に分けて開催するなどして対応

○ 信州ゆかりの貴重な収蔵作品の展示の機会を十分に確保できていない。

・展示室が狭く、常設展示を行うスペース的な余裕がないため、企画展示中心に運用



３.新美術館のコンセプト

-3-

～
国
内
外
の
人
々
が
集
い
、
信
州
の
魅
力
を
発
信
す
る
文
化
・観
光
の
一
大
拠
点
～

信
州
と
世
界
の
交
流
ス
テ
ー
ジ

めざす姿

コンセプト 役割・機能

ランドスケープ・ミュージアム
～国宝・善光寺や東山魁夷館、
信州の自然・山並みと調和し、

一体化した美術館 ～

○ 優れた芸術作品を国宝・善光寺、庭園、信州の自然美と

ともに楽しむ機会を提供

○ 誰もが気軽に集い、憩えるパブリックスペースを提供

信州の美術教育を支援

○ 子どもからお年寄りまで、美術に親しみ、楽しむ機会を
提供

○ 小中高校生や大学生に美術を学ぶ機会を提供

○ 信州ゆかりの若手芸術家や地域の芸術活動を支援

信州の地域文化の

多様性を活かす

○ 信州の多様な地域文化をネットワーク化して紹介

○ 県内の美術館ネットワークの中核を担い、信濃美術館
収蔵品の巡回展など連携・協働の取組を推進

○ 県内美術館の紹介など文化芸術に関する情報を収集・
発信。調査・研究など県内の学芸員の活動を支援

世界水準の作品展示と

信州芸術の紹介

○ 国宝・重文級など最高水準の芸術作品の鑑賞機会の提供

全国規模の巡回展の誘致・開催

○ 郷土の芸術家の作品展示と若手芸術家の育成支援

○ 将来性ある芸術家の作品など「進化・成長する美術館」

をめざしての作品収集



ランドスケープ・ミュージアム ～国宝・善光寺や東山魁夷館、信州の自然・山並みと調和し、一体化した美術館～

国宝・善光寺に隣接し、自然景観に恵まれた城山公園内に位置する立地条件を活かし、東山魁夷館と
ともに信州の山並み、門前町の町並み等と一体化した文化的な空間・美しい景観を創造する美術館とし
ます。

優れた芸術作品を国宝・善光寺、庭園、信州の自然美

とともに楽しむ機会を提供

誰もが気軽に集い、憩えるパブリックスペースを提供

・善光寺との回遊性を高め、人々が自然と行き来できる

・信州の自然や山並みを絵のように楽しむことができる
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美術館からみた風景（イメージ）

美術館で集い憩う様子（イメージ）信濃美術館周辺からの景色

３.新美術館のコンセプト

役割・機能

・美術館のオープンスペースを誰でも自由に休憩や交流に利用できる

・信州の魅力（芸術文化や観光）に関する情報を入手できる

・幼児、高齢者や障がいのある方も不自由なく利用できる

・インバウンド対応が十分に図られ、外国人観光客が心地よく利用できる



信州の美術教育を支援 ３.新美術館のコンセプト

美術の教育や学習・研究の場を提供し、美術に親しみ、楽しみながら県民が感性を磨くことができる
美術館とします。

役割・機能

美術に親しみ、楽しむ機会の提供

若手芸術家や地域の芸術活動の支援

美術を学ぶ機会の提供

・小中高生の美術教育のための芸術鑑賞や体験プログラ
ムの場を提供する

・美術を学ぶ大学生の学習・研究の場を提供する

・信州ゆかりの若手芸術家に創作活動や発表の場を提供
する

・アーティスト・イン・レジデンスによる制作作品の展示や
ワークショップの場を提供する

・地域資源を活かした芸術活動（工芸を含む） の振興と
産業化に向けた取組を支援する

・子どもたちが親子一緒に芸術作品に触れたり、創作体験
ができる場を提供する

・生涯学習の機会としての芸術鑑賞や自らの作品を発表す
る場を提供する
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若手芸術家の発表の場（イメージ）

未就学児の鑑賞教育（写真提供：大原美術館）



信州の地域文化の多様性を活かす ３.新美術館のコンセプト

信州の各地域の文化の多様性を活かすため、全国一の数を誇る県内美術館のネットワークの中核を担
い、巡回展等の連携・協働の取組、人づくり、情報発信、調査・研究等を支援する美術館とします。

県内美術館や学芸員の活動の支援

文化芸術に関する情報の収集・発信と調査・研究

・県内美術館の収蔵品や企画展の情報をインターネット等
で発信する

・文化芸術に関する最新情報など文化イベントの企画等に
必要な情報の収集・提供を行う

・信州の文化芸術に関する調査・研究を行う

・美術館のネットワークによる共同企画や巡回展などの連
携・協働の取組を推進する

・学芸員の資質向上につながる研修や交流の機会を提供
する

・美術館を核としたまちづくり（アーティスト・イン・レジデン
スの取組など）を支援する
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学芸員を対象とした研修会

学芸員や研究者などが利用するリサーチセンター（イメージ）

役割・機能

信州の多様な地域文化をネットワーク化して紹介

・安曇野アートライン、諏訪湖アートリングなどの取組に関
する情報を紹介する

・信州の地域文化を代表する芸術作品等（工芸品を含む）
を展示・紹介する



世界水準の作品展示と信州芸術の紹介 ３.新美術館のコンセプト

世界水準の芸術作品を鑑賞できる企画展を開催するとともに、広く郷土の芸術家やその作品を紹介す
る美術館とします。

役割・機能

優れた芸術作品の鑑賞機会の提供

「進化・成長する美術館」をめざしての作品収集

郷土の芸術家の紹介・育成支援

・収蔵する信州ゆかりの芸術作品を展示し、郷土の芸術
家を紹介する

・今後評価が高まることが期待される信州ゆかりの若手芸
術家を紹介する

・国際的な活躍などを踏まえた将来性のある芸術家の作
品を収集する

・信州ゆかりの芸術家を中心に、アーティスト・イン・レジデ
ンスを含む優れた現代美術の作品を収集する

・国宝、重要文化財等の最高水準の芸術作品を鑑賞する
機会を提供する

・多くの人が芸術作品に触れ、楽しめる全国規模の巡回
展を誘致し、開催する
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信濃美術館の主な収蔵品

・菱田春草 「羅浮仙」
・川上冬崖 「ヒポクラテス」
・荻原碌山 「女」
・菊池契月 「光明皇后」
・林 倭衛 「出獄の日のＯ氏」
・川村驥山 「詠信州山水」
・草間弥生 「Ｎｏ．ＰＺ」
・池田満寿夫 パーフェクトコレクション
・松井康成 「練上玻璃光大壺 輪廻転生」

企画展「“いのり”のかたち」



（写真提供：長野市）

信州と世界の交流ステージ
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（写真提供：善光寺）

（写真提供：長野市）

信州の魅力の発信の「場」

３.新美術館のコンセプト

信濃美術館

国内外の人々が集う

文化・観光の一大拠点



４.施設整備の考え方

次の５つを施設整備の基本的な考え方とします。

◇ 立地条件を活かした整備

◇ 既存施設との関係

◇ 施設の規模

◇ 施設の配置

・周辺の山並みや自然美と調和するランドスケープ・ミュージアムにする

・現信濃美術館は、管理棟・展示棟ともに全面改築する

・東山魁夷館と新美術館は、機能性や利便性の面から接続させる

・新美術館のコンセプトを実現しうる施設として、延床面積 11,000～12,000㎡

程度とする

・城山公園内に配置する
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◇ 設計者の選定

・プロポーザルを基本とするが、他県の事例の調査研究などを進めるととも

に、それぞれの選定方法のメリット・デメリットを整理し、さらに検討する

・城山公園と善光寺東庭園が連続する１つの庭園となるよう整備する



○周辺の山並みや自然美と調和するランドスケープ・ミュージアムにする

○城山公園と善光寺東庭園が連続的に一つの庭園となるよう周辺整備を行う

○善光寺東庭園から美術館までの移動しやすい回遊路を設ける

◇立地条件を活かした整備 ４．施設整備の考え方
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アプローチ

善光寺来訪者（北側駐車場）
北側駐車場利用者やバス利用者が、

善光寺東庭園を通って新美術館に

アクセスできることが望ましい。

アプローチ

善光寺来訪者（本堂から）
善光寺来訪者が善光寺東庭園を

通って新美術館にアクセスできる

ことが望ましい。

Ａ.善光寺東庭園の整備

善光寺東庭園から新美術館を見通

せるようになれば、城山公園との連

続性が確保され、東庭園周辺で開

催の“びんずる市”来訪者も美術館

に足を運びやすくなる。

Ｂ.善光寺側交差点の改良
（城山公園入口交差点）

スクランブル交差点化や歩行者天国、
時間による通行規制が考えられ、改良
により、歩道橋の撤去も可能になる。

Ｄ.駐車場の一体整備
新美術館は公園施設のため、公園利
用者の駐車場と一体で整備することが
考えられる。

バス停

周辺整備に関する関係機関との協議事項
Ａ.善光寺東庭園の整備（長野市、善光寺） Ｂ.善光寺側交差点の改良（長野市、県警）
Ｃ.美術館周辺の公園整備（長野市） Ｄ.駐車場の一体整備（長野市）

Ｃ.美術館周辺の公園整備
新美術館の建設に併せて、市道で囲ま
れた公園エリアの再整備が望ましい。



P

P

東山魁夷館

信濃美術館

◇既存施設との関係 ４．施設整備の考え方
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○信濃美術館は、管理棟、展示棟とも全面改築とする
ただし、ファサード部分の記録・保存や活用については建築家と調整する

○東山魁夷館と新美術館は、機能性や利便性の面から接続させる

※ファサードとは、建物の正面部分のこと

展示棟

管理棟

信濃美術館

ファサード

東山魁夷館

展示棟

管理棟

接続部分



東山魁夷館

新美術館の配置可能エリア

新美術館の想定配置エリア

公園の想定エリア

城山公園善光寺
東庭園

◇施設の配置 ４．施設整備の考え方

用途地域等による制限：第一種低層住居専用地域、第二種風致地区
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○新美術館の配置エリアは、城山公園内とする（土地所有者である長野市から提示された青枠のエリア内：約29,000㎡）

○施設の配置や公園との一体化については、長野市や善光寺との協議を踏まえ、建築家と調整する

市道



※今後、新美術館の活動内容について具体的な検討を進める中で決定する

◇施設の規模 ４．施設整備の考え方
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○新美術館のコンセプトを実現しうる施設として、延床面積11,000～12,000㎡程度で整備する

部 門 延床面積(㎡) 主な施設

展示部門 2,700 常設展示室 1,000㎡、企画展示室 1,500㎡、バックヤード等

収蔵部門 2,500
収蔵庫 1,500㎡
一時保管庫、荷解室、トラックヤード、撮影室、生物対策室、修復室、備品保管庫等

教育普及 1,300
県民ギャラリー（貸しスペース）500㎡、講堂 300㎡、ワークショップ室・アトリエ 200㎡
こどもの広場、託児室、授乳室、救護室、サポーター室、打合室等
※講堂、ワークショップ室・アトリエは、多目的仕様とする

調査研究 400 図書室、研究室、画像処理室、リサーチセンター等

サービス 700 エントランス、ロビー、ラウンジ、カフェ、ショップ等

管理･共用 3,400
管理部分（事務室、会議室、機械室等）
共用部分（トイレ、廊下等）

合 計 11,000 （参考）全国の県立美術館の平均：約12,000㎡（H10年以降開設）

○レストラン 美術館の中につくらず、 公園の魅力向上のための施設として、長野県と長野市で協議

○カフェ 新美術館、東山魁夷館共通で１箇所設置

○ショップ 新美術館、東山魁夷館それぞれに設置

【レストラン、カフェ、ショップ】



◇設計者の選定 ４．施設整備の考え方
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○設計者の選定は、設計段階で発注者の細かな意見や要望を反映できる点を考慮し、
プロポーザル方式を基本とするが、他県の事例の調査研究などを進めるとともに、それぞれの選定
方法のメリット・デメリットを整理し、さらに検討する

○プロポーザル方式とする場合は、長野県の気候風土に配慮することを条件化する

（参考）プロポーザル方式とコンペ方式の主な違い

「質の高い建築設計の実現を目指して-プロポーザル方式-」 国土交通省大臣官房官庁営繕部パンフレット より



５.今後の見通し
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